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Webを活用したプレゼンテーション

ソフトウェアに関する検討

A Study on Web-based Presentation Software

前　田　和　昭＊

Kazuaki MAEDA

1　はじめに

　1980年代に日本国内でインターネットの利用が始まってから約 30年が経過した。
平成 29年度版　情報通信白書［1］によれば，日本のインターネット利用者数は 1億
84万人である（2016年調査による）。端末別の利用状況をみると，パソコンからのイ
ンターネット利用者が全体の 58.6％と最も高い。これに対してスマートフォンによる
インターネット利用者が全体の 57.9％と拮抗しているものの，インターネットを利用
する上でパソコンは重要な役割を担っていることが分かる。
　主な SNSの利用率では，YouTubeが全体の 68.7％と平成 29年度版　情報通信白書
に報告されていることから，YouTubeが幅広く利用されていることが分かる。筆者
は，外部で中部大学を紹介するために YouTubeを使うことがある。例えば，国際会
議でのデモンストレーションのために，2017年 11月 29日に撮影したビデオを
YouTubeに登録した。このビデオは，以下の URLにて再生することができる。
　　中部大学の秋（2017年 11月 29日）
　　https://www.youtube.com/watch?v=sy7No4xx2m4

　この YouTubeビデオをプレゼンテーションで再生する場面を考えてみる。
PowerPointによるプレゼンテーションを行うには，PowerPointのアドインとして
Web Video Player［2］を追加する必要がある。または，スライド内にハイパーリン

研究ノート

＊経営総合学科 ― ソフトウェア工学
   Department of Management Synthesis ― Software Engineering



― 44 ―

前　田　和　昭

クを書き込んだ上で，スライドショーを一時停止しWebブラウザに切り替えて，
Webブラウザ上で YouTubeビデオを再生する方法もありえる。スライド上で直接
YouTubeビデオを再生できないことは，PowerPointがWebと十分に統合されていな
いことに起因する。
　WikipediaによるWorld Wide Web［3］の記述には，
　　　 　World Wide Web（ワールド ワイド ウェブ，略名：WWW）とは，インター

ネット上で提供されるハイパーテキストシステム。Web，ウェブ，W3（ダブ
リュー スリー）とも呼ばれる。俗には「インターネット」という表現がワー
ルド ワイド ウェブを指す場合もある。

と書かれてある。本稿では，World Wide Webのことを「Web」と記すことにする。
　コンピュータリテラシを大学生に教えていると，Webのことをインターネットと
呼ぶ人が多いことに気づく。本来のWebはインターネット上のサービスの一つに過
ぎないものの，インターネットにおけるサービスの多くがWebを通じて提供され，
Webが広く浸透しているため混乱しているのだろう。
　筆者が進める研究では，これまでに筆者が開発した研究成果を活用して，公開され
ているWeb関連ソフトウェアのソースコードを解析し，先端情報技術プラット
フォームとしての新しい利用方法を提案することを目指している。とくに，
　・ソフトウェアはWebフレンドリであるべきか
　・Webフレンドリであるために必要なもの何か
について興味を持ち研究を進めている。ここで言うWebフレンドリとは，筆者が提
案している
　ソフトウェアが十分にWebと統合されていること
を意味する言葉である。
　本稿は，Webフレンドリが重要であることを示すために，PowerPointに関する考
察から始め，Webを活用するプレゼンテーション ソフトウェアについてまとめたも
のである。これを今後の研究を進めるための土台としたい。昔から「もの」を作るこ
とが主導で，世界に通用するソフトウェア製品が育ちにく日本の情報処理産業に対し
て，Webを活用した情報技術プラットフォームが，今までとは違った新たなチャン
スを生み出すと信じている。次節では，PowerPointがWebフレンドリでないことを
具体例を使って示し，現在リリースされている製品から，Webを活用している代表
的なプレゼンテーション ソフトウェアを選んで解説する。
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2　PowerPoint と Web コンテンツの利用

　PowerPointが最初に製品としてリリースされたのは約 30年前（1987年）で，Web

の登場より前のことである［4］。論文［5］によれば，その論文が書かれたとき（2000

年頃）のプレゼンテーション ソフトウェアの市場シェアのうち，PowerPointは 95％
を占めると推定されていた。その後，PowerPoint以外のプレゼンテーション ソフト
ウェアとして，LibreOffice［6］や OpenOffice［7］に含まれる Impress，Appleが提
供する Keynote［8］などがリリースされた。また，スライド再生だけに限定すれば，
PDFリーダやWebブラウザを使うことができる。しかし，研究会など口頭発表する
場面では，PowerPointで作成したスライドを使った発表が大多数である。
　これらのことを説明するために，Wikipediaでの記述［4］から必要な部分を切り
出してスライドを作成するとしたら，図 1のようになるだろう1）。必要な部分が

1） 図1の内容は，クリエイティブコモンズ　表示―継承ライセンスの下で利用可能である。

図 1　Wikipedia 内の必要な部分を切り貼りして作成したスライド
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Wikipediaの長い記述の中に点在しているため，1枚のスライドに納めるには重要な
箇所を切って貼り付けることが必要になる。図 1の上半分と下半分は，Wikipedia内
の別々の場所から切り貼りして作成した。
　ここでクリエイティブ コモンズについて少し触れておく。クリエイティブ コモン
ズの概要についてWebサイト［9］の記述から抜粋し，それを筆者が修正したものを
以下に示す 2）。
　　　 　クリエイティブコモンズは，クリエイティブコモンズライセンスを提供して

いる国際的非営利組織とそのプロジェクトの総称である。クリエイティブコモ
ンズライセンスとはインターネット時代のための新しい著作権ルールで，作品
を公開する作者が「この条件を守れば私の作品を自由に使って構いません」と
いう意思表示をするためのツールである。クリエイティブコモンズライセンス
を利用することで，作者は著作権を保持したまま作品を自由に流通させること
ができ，受け手はライセンス条件の範囲内で再配布やリミックスなどができる。

この意思表示のために，以下の 4つの条件を組み合わせる。
表示　著作者を明確にするために，作品のクレジットを表示することを示す。
非営利　非営利の目的に限って利用を認め，営利目的で利用しないことを示す。
改変禁 止　そのままの形でのみ利用を認め，元の作品を改変しないで公開することを

示す。
継承　 作品のライセンスを継承させ，元の作品と同じライセンスで公開することを示

す。
例えば，「表示―継承ライセンス」は，作品のクレジットを表示して，かつ，元の作品
と同じライセンスで公開することを条件にして，営利目的での二次利用も許可するこ
とを示すために使う。
　様々な情報を視覚的に表現するためのインフォグラフィックスが，特定のライセン
スの下で公開されている。文献［10］によれば，インフォグラフィックスは，
Vividness　イメージの大きさや大胆さ・色の濃淡・種類によって読者の注意を引き

つける
Organization　情報の重要度に応じて階層化する
Data Metaphor　グラフや画像を効果的に使う
Simplicity　数量的な情報や余分な装飾を省いて単純な図表を使う
の 4つの視覚的特徴を考慮して作成される。
　インフォグラフィックスの例として，国による食習慣の違いを説明する「10 

curious customs from dinner tables around the world」［11］の一部を図 2に示す 3）。元

2） この記述は，クリエイティブコモンズ　表示ライセンスの下で利用可能である。
3） 図2の画像は，クリエイティブコモンズ　表示―継承ライセンスの下で利用可能である。
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となる画像は，図 2のような画像が表紙と裏表示を含めて 12ページ続く縦に長い 1

つのファイルで提供されている。PowerPointスライドで利用するには，この画像ファ
イルは縦に長すぎてスライドには適していないため，画像をダウンロードした上で，
（図 2の場合）8番目に紹介されている箇所を切り抜いて作成した。または，ハイパー
リンクをスライドに埋め込んで，プレゼンテーションを停止させた上で，Webブラ
ウザに切り替えて表示することもできるだろう。
　また別のインフォグラフィックスとして，国による違いを記述した「50 Things A 

Traveller Should Know」［12］がある。クイズ形式になっていて，今まで知らなかった
ことが多数含まれていて興味深い。しかし，これを再利用しようと思っても，著作権者
の許可なしでは画像ファイルをダウンロードできない。もしダウンロードできたとして
も，著作権者の事前の書面による許可なく PowerPointスライドやWord文書などに貼
り付けて再利用することができない。これらは，infogra.meが提示している利用規約［13］
に違反する可能性が高いからである。利用規約内にあるコンテンツの使用に関する記
述では，infogra.meのWebサイトをWebブラウザで表示する以外のダウンロードを禁
止し，事前の書面による同意なく複製・出版・配布などを禁止している。プレゼンテー
ションでの利用を可能にする方法は，PowerPointスライドにハイパーリンクを書き込
み，Webブラウザに切り替えた上で直接Webサイトを表示することである。
　国を紹介する別の例として，筆者がアンコールワットを訪問したときの画像と

図 2　日本の食習慣
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Wikipediaからコピーした画像を貼って作成したスライドを図 3に示す 4）。アンコー
ルワットの場所を示すために，PowerPointスライドに Googleマップ画面のコピーを
貼り付けることを考えてみる。この画面をコピーして作成したスライドを再配布する
場合は，利用規約の禁止行為になるので注意が必要である 5）。もし Googleマップ画
面のコピーを貼り付ける事が許可されたとしても，スライドに貼り付けることができ
るのは画像でしかない。その位置に関することを伝えるために，Googleマップが提
供する機能を使って世界全体を俯瞰した後に，ズームインしながら詳細を表示するス
ライドショーを行うことができない。Webブラウザに切り替えて必要なWebサイト
を表示すれば，そこで提供されるサービスを利用できるものの，PowerPointスライ
ドではWeb上で提供されているサービスを利用できない。
　このように，利用規約のために画像を再利用できなかったり，Webブラウザ経由
で使えるはずのサービスが使えない理由は，PowerPointがWebブラウザとしての機
能を提供していないからである。筆者が進めている研究では，Webフレンドリなソ
フトウェアの実現を支援し，Webブラウザが提供する機能の恩恵を受けることの優
位性を示したい。世界中の人達がインターネットを利用し，Web上でコンテンツや
サービスが豊富に提供されている時代であるがゆえに，PowerPointやWordなどに
代表されるアプリケーションは，Webフレンドリであるべきと考える。

4） 図3右の画像は，クリエイティブコモンズ　表示ライセンスの下で利用可能である。
5） 禁止行為として「Googleマップ／Google Earthの一部を再配布または販売すること」がある［21］。

図 3　アンコールワットの写真
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3　Web を活用したプレゼンテーション

3.1　Prezi

　最近，ズームイン・ズームアウトを活用できるプレゼンテーション ソフトウェアとして
Preziが注目を浴びている。Adam Somlai-Fischer，Peter Halacsy，Peter Arvaiの 3人に
よって Prezi社が創設され，最初の製品は 2009年 4月にブダペストからリリースされた
［14］。Preziを使う場合，個人用のアカウントを作成した上でWebブラウザ上でスライ
ド編集作業を行う。Webブラウザ上で作成したスライドは，全て Preziが提供するサー
バ上に保存され，Webブラウザを使ってスライドショーを実行できる。またスライドが完
成した後，WindowsまたはMacの（内部にスライドを含む）スタンドアロンアプリケーショ
ンとしてダウンロードして，インターネット接続なしでスライドショーを実行させること
もできる。
　Preziからは正式な利用者数が発表されていないので，利用者数を記載している記
事を探してみたところ，以下の通りであった。
　・2015年：6,000万人［15］
　・2016年：7,500万人［16］
　・2017年：8,500万人［17］
筆者が何度か国際会議に参加した経験では，この数字が示すように，利用者が毎年増
えているように感じる。Preziは，
Standard　Webブラウザで編集・実行する（5ドル /月）
Plus　PC上でオフライン編集・実行を追加する（15ドル /月）
Premium　トレーニングや電話サポートを追加した（59ドル /月）
の 3レベルの会員制でアプリケーションを提供している。学生・教員向けには，割安
なパッケージとして EDU Standard（無料），EDU Plus（5ドル /月）が用意されている。
　Webブラウザ上でスライドを編集している様子を図 4に示す。図中には，最初に
全体を俯瞰するためのスライドからスタートし，その後に大きさが異なる 4枚のスラ
イドが見えている。大きいスライドから小さいスライドへ遷移するタイミングでズー
ムイン効果が生まれる。Preziには，スライドに YouTubeビデオを埋め込む機能が提
供されている。Webブラウザ上でスライドを編集し，Webブラウザ上でスライド
ショーを実行するシステムであるものの，Webブラウザの機能を自由に使うことが
できない。したがって Preziは，Webフレンドリとはいえない。
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3.2　Impress.js

　Webブラウザの機能をフルに活用することを狙って，HTML文書の表示をスライ
ドショーに使う方法がいくつか開発されている。その中でも，Preziの影響を受けて
Bartek Szopkaが開発した JavaScriptライブラリとして Impress.jsがある［18］。
Impress.jsは，CSSによる変形・移動の機能を使ってズームイン・ズームアウト機能
を提供する，プレゼンテーションのためのフレームワークである。スライドは step

と呼ばれ，スライドを作成するために HTML文書の class属性の値に stepを指定す
る。また，以下に示す属性を指定して 3次元上の様々な効果を作り上げることができ
る。
位置　 スライドを 3次元空間上に置き，スライド間の移動で独特の効果を作る。

そのために，属性 data-x，data-y，data-zを使って 3次元上の位置を絶
対座標で指定する。

拡大縮 小　縮小させて概観を眺めたり，拡大させて詳細を提示できる。そのた
めに，属性 data-scaleを使って拡大縮小率を指定する。

回転　 3次元の各軸の回転角度を指定して，効果をつくる。そのために，属性
data-rotate-x，data-rotate-y，data-rotate-zを使って各軸ごとの回転角度
を指定する。

図 4　Prezi を使ったスライド作成の例
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　図 5に，JetBrains社が提供するWebStorm［19］を使って，プレゼンテーション
のための HTML文書を編集している画面を示す。スライドを直接編集するためのツー
ルが提供されていないため，Webページを作成するときと同じ方法での編集となる。
図 5にて，タイトルページが書き込まれた最初のスライドでは，
　　　　data-x＝ "4000" data-y＝ "0" data-scale＝ "5"

と指定し，x座標 4000，y座標 0の場所に，5倍拡大してスライドを配置しているの
が分かる。
　Impress.jsを使って，位置・拡大縮小・回転を指定すると PowerPointによる通常
のプレゼンテーションを超えた視覚的効果を得ることができる。図 6に Impress.jsに
よるスライドショーの例を示す。最初にタイトル「Web-based Presentation Software」
が表示される。次に，図 6の中に小さく写っている各スライドが通常サイズに拡大表
示されることで，そこへのズームイン効果となる。
　図 6のタイトルの左下に 4枚の写真を傾けて 3次元上に配置し，少しずつ回転しな
がらスライドショーができるようにした。それらの写真を表示している様子を図 7に
示す。タイトルから写真へ遷移するときには，角度を傾けながらズームインする。そ
の後，回転しながら次の写真へと移っていく。
　Impress.jsのために作成されたスライドは通常のWebページと同じなので，Web

ブラウザが提供する機能をフルに活用できる。例えば，Wikipediaのコンテンツを複
写・貼付けすることなく埋め込み，スクロールさせて必要な記述を表示させたり，ス
ライド内で YouTubeビデオを再生することができる。図 6で示したスライドのため
に，筆者が記述した HTML文書の一部を付録に添付する。4枚の写真（chubu1.jpg，
chubu2.jpg，chubu3.jpg，chubu4.jpg）を少しずつ回しながら表示するために，x座標・

図 5　プレゼンテーションのためのHTML文書編集の例
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y座標・z座標・縮小率・x軸での回転・y軸での回転の値を設定していることが分か
る。これらの値は，筆者が計算した上で，微妙に値を変えながら試行錯誤して得たも
のである。
　Impress.jsを活用したスライドを作成するにはかなりの手間がかかるため，筆者は
スライド作成を支援するための特別な簡易言語を設計した［20］。また，その簡易言
語による記述から HTML文書を生成し，Webブラウザ上でスライドショーを実行で
きるようにした。さらには，PowerPointで作成したスライドを解析して，スライド
ショーのための HTML文書を生成するツールを試作した。しかし，Preziが提供して
いる，会話的にスライドの拡大縮小・回転を指定する編集ツールの使い勝手の良さに

図 7　Impress.js によるスライドショーの例（写真の表示）

図 6　Impress.js によるスライドショーの例（概観）
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は勝つことができなかった。今後，Impress.jsを活用するために，会話的にスライド
作成できる専用の編集ツールが必要であろう。

4　まとめ

　本稿は，Webフレンドリが重要であることを示すために，PowerPointに関する考
察から始め，Webを活用するプレゼンテーション ソフトウェアの現状について述べ
た。また，ズームイン・ズームアウトが利用できるプレゼンテーション ソフトウェ
アの代表として，Preziと Impress.jsについて解説した。Webを使うことが常識となっ
ている時代になり，全てのアプリケーションはWebフレンドリであるべきだろう。
そのための新しい情報技術プラットフォームが，新たなビジネスチャンスを生み出す
ものと信じている。今後，Webフレンドリなソフトウェアを作り上げるために必要
な技術を追求し，筆者独自の研究成果として世の中に公開したい。
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付録　Impress.js を使ったスライド記述の一部

1:<div id="impress">

2: <div class="step" data-x="4000" data-y="0" data-scale="5">

3: <p class="title1">

4: Web-based Presentation Software</p>

5: <p class="title2">

6: Kazuaki Maeda<br>Chubu University, Japan</p>

7: </div>

8: <div class="step" data-x="3000" data-y="0" data-scale="10"></div>

9: <div class="step" data-x="-1200" data-y="0">

10: <iframe src=’https://en.wikipedia.org/wiki/Microsoft_PowerPoint’

11: width=’800’ height=’800’></iframe>

12: </div>

13: <div class="step" data-x="1500" data-y="-1000" data-scale="0.5"

data-rotate-x="30">

14: <img src="img/chubu1.jpg" width="800">

15: </div>

16: <div class="step" data-x="1840" data-y="-920" data-z="-130" data-scale="0.5"

17: data-rotate-x="30" data-rotate-y="45">

18: <img src="img/chubu2.jpg" width="800">

19: </div>

20: <div class="step" data-x="1950" data-y="-730" data-z="-500" data-scale="0.5"

21: data-rotate-x="30" data-rotate-y="90">

22: <img src="img/chubu3.jpg" width="800">

23: </div>

24: <div class="step" data-x="1750" data-y="-550" data-z="-800" data-scale="0.5"

25: data-rotate-x="30" data-rotate-y="135">

26: <img src="img/chubu4.jpg" width="800">

27: </div>

28:</div>

本論文は，クリエイティブ・コモンズ　表示―継承ライセンスの下で利用可能である．


